
1．問題と目的
高齢化社会をむかえ看護職員の需要増が求めら

れる中，日本看護協会の全国調査で，看護師の離
職率が10.9% であり，課題となっている（2017）．
置かれている環境など離職には様々な問題もあろ
うが，筆者らは学生段階から，看護師として長く
働き続けられるように職業意識を高めていくこと
が必要だと考えている．看護学生（以下学生）の
職業意識を高めるためには，学生の自己効力感を
高めることが必要である．自己効力感を構成する
要因として，可能予期がある．これは，結果を生
ずるのに必要な行動をうまく行うことができると
いう確信である．（Bandura. A 1977）．

学生は，新しい環境と人間関係での実習で，専
門的な知識と技術の修得が期待される．看護職と
して勤務した時のイメージを持って職業人として
の意識を高め，総合的に理解を深めようと学習し
ている．しかし，学生が知識不足や看護技術が未
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熟であると，勤務してから自信がもてずに意欲が
高まらないことがある．逆に学生の時に実習での
成功体験があり，自己効力感が高いと困難な事が
起きても臨床場面で乗り切っていける能力が身に
つけられる（山崎ら2001）．実習で知識と実践が
統合され，実践において意欲的に取り組み達成感
を得ることが必要であるので，臨床からの学びは
重要と言える（下村ら2005）． 

これまで，筆者ら（2014）は，実習における学
生の自己効力感に注目し，それに影響を及ぼす情
報源を明らにしてきた．そこでは実習後の学生に
半構造化面接を実施し，そのインタビュー結果を，
Bandura. A（1977）の指摘する可能予期の要因で
ある「行動の達成」，「言語的説得」，「代理的経験」，

「情動的状態」の4つの視点から分類した．
その結果，「行動の達成」としては「ケアの充実

感」，また，「言語的説得」では「学生の成長をう

教育情報学研究　第16号（2017）
Educational Informatics Research, 2017, No.16, 95-102

－ 95 －



ながす言葉」が抽出された．これらには人間関係
の深まりやケアの具体的な評価が含まれ，体験に
よる意味づけが自己効力感を高める要因となって
いることが考えられた．また，「代理的体験」で
は「看護職意識の高まり」が抽出され，働く姿・
目指したい姿のイメージ化からモデル像と出会う
ことの重要性が指摘された．さらに，「情動的状態」
では「実習を継続する気持ち」が抽出された．こ
こでは，気持ちが揺れながらも実習を継続してい
く工夫をして取り組んでいくことが，自己効力感
を高める要因になっていることが推察された．以
上をまとめると，「自分自身が成長したと実感で
きることが自己効力感を高めていくことにつなが
る」と考えられた（片倉ら2014）．そして，この知
見をもとに，高度な子育て支援力を併せ持つ看護
師の養成を目指し自己効力感を高めるための実習
を行い，その効果を検証してきた（小塀ら2017）．
実習では，新しい環境と人間関係の中で実践経験
を積むことで，大学の講義・技術演習では学べな
い知識と技術の習得を目指している．そして，そ
の実習において小さな成功体験を積むことが，学
生の看護に対する関心を高めることになり，自分
の成長を実感することにつながる．

小塀ら（2017）では，母性看護学実習で地域で
の子育て支援の理解のために，看護学を学ぶ学
生が子育て教育地域支援センターで実習を行っ
た．そして，その時の様子をビデオで撮影し，実
習の様子を授業振り返りツールである PF-NOTE

（後述）（中島2008）を用いて学生らに振り返らせ，
学生の小さな成功体験，すなわち学生が頑張って
いる・良い活動をしている場面を具体的に認識さ
せることで，自身の成長を実感させ，自己効力感
の向上をはかった．しかしながらこの実践を通し
て，いくつかの問題も明らかとなった．その一
つが，学生の自己効力感を高めるための母性看
護学教員（以下，教員）の支援力を養うことであ
る．つまり自己効力感を持った看護師の養成のた
め，実習等においての「質の高いフィードバック
の在り方」が重要な課題として挙げられた（小塀
ら2017）．例えば，学生は実習経験が少ないため
に，振り返りを行ったとしても自身の「いい場面」
を見逃してしまう可能性がある．これでは学生が
自己効力感の向上がはかれない．そのため，教員

が「いい場面」を学生に適切にフィードバックし
て気づかせる必要がある．

そこで，本研究では，母性看護学領域の指導者
たちに焦点を当てて，実習において学生の自己効
力感を高めさせる有効なフィードバックの要素

（いい場面）を明らかにすることを目的とした．

2．PF-NOTE について
PF-NOTE は中島（2008）により開発された授業

支援システムである．レスポンスアナライザとビ
デオ映像を組み合わせせることで，授業改善の
ための評価を効率的・効果的にサポートする． 
PF-NOTE では，授業の様子のビデオ映像の録画
とフィードバックの記録を同時に行うと共に，
フィードバックの内容をグラフ等により可視化で
きる．現在 PF-NOTE は様々な教育現場で活用さ
れているが，研究としては，川端ら（2012），小
塀ら（2016）が臨床観察学習に活用している．さ
らに，三浦ら（2012），山下ら（2017）が教員養成
の学生の指導力向上を目的として，模擬授業の評
価に用いている．これらの研究では，実習や授業
の様子を撮影し，その映像を学生らが視聴しク
リッカーで評価していくという活動を行うこと
で，その改善を目指している．本研究ではこの
研究を参考にし，実習等での学生の活動を撮影
し，その映像を看護教育の視点から視聴し，PF-
NOTE を用いて「いい場面」を抽出することで，
フィードバックの要素を検討した．

3．方法
3.1　研究対象者

研究対象者は，母性看護学教員5名であった．
研究対象者のプロフィールとして，病院で5年以
上の看護職の実務経験があり，実習指導を5年以
上担当している．これまでは，教員の個人的な視
点のみで学生へのフィードバックが行われてきた
が，本研究では共通して「いい場面」を明らかに
し，さらに感じた理由を明らかにすることで，教
員は，実習指導の際，学生のどこを見るとよいの
か，また，学生の自己効力感を高めるようなフィー
ドバックが可能となるかについて考察する．
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3.2　分析に用いた実習
本研究で分析に用いた授業の映像は，子育て教

育地域支援センターで行った母性看護学実習場面
の映像である．この実習では，学生たちに自己効
力感を高めさせる機会を提供することを目的とし
て，ロールプレイ体験の場を設定した．具体的に
は，後藤ら（1984）が開発した空間行動療法をベー
スにした「関係力育成プログラム（文教ペンギン
メソッド）」による体験の場の提供である． 

実習では32名の学生が，支援者役11名，子ども
役11名，観察者役10名に分かれる．支援者役の学
生からチーフ1名，サブ1名，アシスタント9名を
配置する．チーフは，全体の活動の流れを方向づ
けまとめていく役割や，活動の場との関係におけ
る行動空間の軸としての役割を持つ．サブは，チー
フをサポートし，軸空間の形成のために必要なブ
ロックの補充，ブロックの組み立ての手伝い，動
空間の活動の流れを作るなどの役割を担当する．
アシスタントは，チーフとサブの動きを視野に入
れながら，動空間の活動の流れを作る役割を担当
する（後藤ら2011）．子ども役の学生は3歳～ 4歳
の子どもを想定する．ロールプレイは約30分間行
い，その場面はビデオカメラを用いて録画する．

3.3． PF-NOTE を用いた評価
対象者には，学生の活動の様子を録画した映像

を視聴してもらい，「いい場面」と思ったところ
でクリッカーのボタンを押してもらう．

PF-NOTE では，クリッカーが押された回数を
時系列グラフにより表示させることができる．つ
まり，多くの対象者が同じ瞬間に「いい場面」と
思い，クリッカーを押せば，その部分は山が大き
くなって表示される．このことからいつ対象者の
多くが「いい場面」と思ったのか，逆に一人だけ
が「いい場面」と感じたのかなどを瞬時に理解す
ることができる．

本研究では，PF-NOTE を用いた分析によるグ
ラフの中から，グラフの山が高く，なおかつその
状態が連続している場面，つまり多くの対象者が

「いい場面」と特に判断したところから，3つ場面
を選択した（特徴的な場面）．その後，対象者は
特徴的な場面の映像を再度視聴し「どうしてこの
場面のクリック数が多かったのか」について，振

り返りシートにその理由を記入してもらった．

3.3　文教ペンギンメソッドについて
文教ペンギンメソッドは，子育て教育地域支援

センターのプレイルームの中央部に設定されて
いる舞台空間（静空間）と，それを取り巻く床面
空間（動空間）で行われる．プレイルームには大
型ブロックと滑車が用意されており，建物や車等
を製作することができる．また，ぬいぐるみもた
くさん置いてあり自由に活用できる．この大型ブ
ロックと滑車とぬいぐるみは，場を活性化させ，
出会いと交わりのチャンス水準を高めるツールと
して貢献している．特に，チーフと呼ばれる支援
者の活動している空間を軸空間といい「出会い，
交わり，別れ」の3つの位相を内包している場と
して重要とされる．そこでは，時間と空間を他者
と共有するなかで生起する自発的な行動を重視
して「構造化された場」を設定している（後藤ら
2011）．

このペンギンメソッドを，子ども役・支援者役
に分かれて体験することで，受容力を高めること
が期待される。さらに，その実習を振り返るこ
とで，「場の構造化」「場を通した支援」「子ども
の行動を流れの中で捉える」という視点の広がり
を持ち，「高度な子育て・看護支援力」が一段と
高められ，そのことが学生の自己効力感を下支え
する一つの要因となることが期待される（後藤ら
2016）．

図1　PF-NOTEの画面（場面1）
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図2　PF-NOTEの画面（場面2）

図3　PF-NOTEの画面（場面3）

4．結果と考察
4.1　特徴的な場面の選択

記録された映像は，32分12秒であった．その間
に押された「いい場面」の総クリック数は574回（1
分あたり約17.8回）であり，一人あたりの総クリッ
ク数の平均は約114回（51.5回／分）であった．

本研究では，分析結果における「グラフの波形」
に着目し，グラフの山の高くなっている箇所を3
つ抽出した．まず，1つ目は，5分10秒～ 6分50秒

（以下，場面1）である．場面1は，子ども役がブロッ
クカーに乗って走り始めている場面であった．場
面1における総クリック数は86回であった．

次に，2つ目は，11分10秒～ 12分40秒（以下，
場面2）である．場面2は，子ども役が数人で一緒
にブロックカーに乗って，支援者役からブロック
を受け取り，回っている場面である．場面2にお
ける総クリック数は46回（30.7回／分）であった．
また，3つ目の場面は，27分10秒～ 29分10秒（以下，
場面3）である．場面3は，ブロックカーに乗って

動き回る子ども役とそれを押す支援者役が増え，
チーフとのかかわりが多くなっている場面であ
る．場面3における総クリック数は50回（25回／分）
であった．

4.2　いい場面と感じた理由
4.2.1　場面1

場面1を「いい場面」と判断した理由をまとめた
のが表1である．

表1を見ると，教員 A，D にコメントには，「活
き活きと活動」と書いてある．教員 B，C からは

「静的から動的」「動きが出し始めた」とある．さ
らに，「動空間が連続」（教員 A），「流れができた」

（教員 C），「次々と」（教員 E）の言葉がある．
場面1は，子ども役の学生がブロックで作った

車に乗りチーフ役の学生がいる場所（軸空間）を
通過しながら，チーフ役の学生からブロックをも
らうという場面であった．静から動へ動き出した
学生の活動が活き活きと感じられ，それが途切れ
ることなく活動がつながっていったところ，つま
り，「活発さ」「連続性」が見られたところを教員
は「いい場面」と判断していることがわかる．ま
た，教員 B や D からは，「かかわる」，「協力」，「交
流」などのコメントが出されており，コミュニケー
ションをとっているところが評価されていること
もわかる．

表1　場面１の「いい場面」についてのコメント

※アンケートに記載された文章をそのままを記載．アンダー
ラインは筆者が加筆した．
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4.2.2　場面2
場面2を「いい場面」と判断した理由を表2に示

した．PF-NOTE に表示されたグラフを見ると，
前半と後半との間のグラフが分節化された形で切
れており，活動が次の局面に移っているところが

「いい場面」と判断されていた．
教員 B，D からは「支援」「支える」というコメ

ントがある．また，A，D からは「交流をもって
活動」「コンタクト」とあり，支援者役，子供役
双方，コミュニケーションがとれている場面がい
い場面と判断されたことが分かる．さらに，大き
く感じた（A），安定してきた（B），様子が自然（B），
安定したリズム（C）とあり，活動で落ち着いた
自然な様子を作り出せたことが「いい場面」とと
らえられていた．つまり，「落ち着いた状況（安
定した状況）」で「自然にコミュニケーションが
とれている」ような場合，「いい場面」であると言
える．

表2　場面2の「いい場面」についてのコメント

※アンケートに記載された文章をそのままを記載．アン
ダーラインは筆者が加筆した．

4.2.3　場面3
場面3はブロックカーに乗って動き周る子ども

役とそれを押す支援者役が増え，チーフとのかか
わりが多くなっている場面である．

PF-NOTE グラフを見ると，約2分間いい場面と
判断された場面が続いていた．

場面3を「いい場面」と判断した理由を表3に示
した．教員 A は場面3が「いい場面」と言う理由
として「活発さ」さ「連続性」についてあげている．
また，D も「大人数が関わっている」いうように
活動が活発になっている様子をもとに「いい場面」
と判断している．これは場面1でもいい場面と判
断されたところでもある．同様に，「交流」（教員
A），「関係のよさ」（教員 E）とのコメントがある
ように，場面2でもいい場面の理由としてあげら
れた「自然なコミュニケーション」がとれたてい
たことが「いい場面」だった理由としてあげられ
ている．そして，場面3では「ぬいぐるみ」の活用
がいい場面と判断されていた．教員Cはそれを「安
定してきた」と表現している．「安定した状況」は
場面2でもいい場面と判断された理由となってい
た．

さらに，「ぬいぐるみ」の活用に関しては，「自
分たちだけではなく…」（教員 B）や，「車や子ど
もだけでなく…」（教員 C），「効果的に使われて
いる」（教員 D）と，ぬいぐるみを活動の中に新
たに加えて活用したことをいい場面ととらえてい
る．これは学生らが「工夫」して活動ことを評価
したものと思われる．

表3　場面3の「いい場面」についてのコメント

※アンケートに記載された文章をそのままを記載．アンダーライ
ンは筆者が加筆した．
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4.3　自己効力感を高めるフィードバックの要素
場面1 ～ 3が「いい場面」と判断された理由をま

とめると，「活発である」，「連続的な活動である」，
「安定した状況を作っている」，「コミュニケーショ
ンがとれている」，「工夫がみられる」にまとめら
れ（表4），これらが実習において学生の自己効力
感を高めるフィードバックの要素であると考えら
れる．

表4　各教員が「いい場面」と判断した理由

各要素を，看護師養成教育の視点から見ると「活
発であること」がいい場面と言うのは，学生が役
割になりきり活動することで，対象を理解するこ
とを期待してのことであると推察される．看護師
として他者を理解し受容する能力は重要である．

また，「よいコミュニケーションがとれている」
ことがいい場面だというのは，看護師は看護対象
者との関係性が重要であるからだと思われる．看
護の対象者は幅広く，胎児から老人までであり，
発達段階の異なる対象とよりよい関係性を構築し
なければならない．

さらに，よいと判断された場面では，単にコ
ミュニケーションがとれるだけでなく，その状況，
つまり連続性や安定感が注目されている．これは
支援者，子どもがお互いを理解し，受け入れた状
況でなければ作り出されない状態である．看護師
にとって看護の対象者を理解し，受け入れること
は重要な要素である．加えて，工夫することでよ
り良い関係性を構築しようという姿勢も看護師に
とっては必須の能力であると言える．

ところで，多くの場合，学生らは実習の中で自
分たちの活動でどこが良かったのか，看護師に必

要な能力と結びつけて自身で判断することは難し
いと思われる．例えば，自然にコミュニケーショ
ンをとっていたところを自身の良かったところと
して捉え，そのことが自己効力感を高めることに
結びつけていけるかは疑わしい。そこで教員が適
切な形で，ロールプレイ体験をフィードバックす
ることが必要となるが，本研究からは，「活発で
ある」，「連続的な活動である」，「安定した状況を
作っている」，「コミュニケーションがとれてい
る」，「工夫がみられる」といったフィードバック
の要素が実習の中から観察することができた．

今後の実習では，それらの情報に対する学生自
らの気づきとあわせて，教員からのフィードバッ
クを有効に活用して，実習体験を深めていく機会
を提供していくことが，看護師として必要な能力
の育成につながると考えられた．また，様々な実
習場面で，この要素を教員が積極的に評価するの
はもちろん，学生らにも自己評価のポイントとし
て伝えることで，振り返りがより有効になるもの
と思われる．

本研究では，ある一つの実習からフィードバッ
クの要素を明らかにしたが，異なる実習から違う
要素が得られる可能性もある．今後は，他の実習
等でもフィードバックの要素を明らかにしなが
ら，看護師としての自己効力感を高めるためるこ
とを視野に入れた看護学実習を効果的に行えるよ
うな指導法を明らかにしていきたい．

付記
本研究は北海道文教大学の共同研究「子育て教

育地域支援センターと看護学科のコラボレーショ
ンによる『母性看護学実習教育プログラム』開発
研究2016 ～ 2017（代表者：後藤守）」として，研
究の助成を受けている．同時にまた，北海道文教
大学研究倫理審査会の審査のもとに研究が進めら
れていることを申し添えます．
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An Attempt to Support Maternity Nursing Practice of Enhances Self-efficacy 
to Nursing Students by Using Clickers
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In order to raise a career awareness of nursing students, it is necessary to raise students' self-efficacy. However, 

as students have little experience, they may not be able to notice their own good points and there is a possibility that 

improvement of self-efficacy can not be improved. Therefore, it is necessary for teachers to give feedback to students 

properly and make them noticed. In this research, we aimed to clarify the effective feedback factor which raises the 

self-efficacy of the student in the practical training using the reflection tool (PF-NOTE). The situation of the student's 

practical training was recorded in video and evaluated by the teachers in the maternity nursing area using PF-NOTE, 

The feedback was summarized as the following five factors: "active," "it is continuous activity," " I am making a stable 

situation," " I am communicating" and, " I can devise." These were thought to lead to the self-efficacy as the ability to 

nurture nurses. 

Key words: Nursing education, self-efficacy, reflection, PF-NOTE
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